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星稜サ・エ・ラに関する
アンケート実施中 !

詳しくは P14 をご覧下さい

金沢星稜大学
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補講日
オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期末試験期間
補講日
オープンキャンパス
全館休館
前期追試験
前期再試験
オープンキャンパス
休業日（10/5授業分）
後期授業開始日
推薦入試対策講座
通常講義日（秋分の日）

・21日（土）
・15日（日）

～10日（金）

～16日（木）
・22日（水）
・30日（木）

7日（土）
14日（土）
16日（月・祝）

2日（木）
4日（土）

13日（月）
21日（火）
29日（水）

8日（土）
10日（月）
21日（金）
22日（土）
24日（月・祝）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
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玉川こども図書館出張保育
年長お泊り保育（キゴ山）
七夕の集い
年長ABCランド
星稜子育てステーション（０歳）、県民一斉防災訓練
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
夏祭り
年長茶道体験
誕生会参観
終業式
避難訓練（台風）
幼稚園ってどんなとこ
星稜子育てステーション（２歳）
星稜子育てステーション（０歳）
星稜子育てステーション（１歳）
誕生会参観
始業式
SEIRYO教育・保育2018
避難訓練（火災）
年長ABCランド
星稜子育てステーション（０歳）
星稜子育てステーション（１歳）
星稜子育てステーション（２歳）
運動会
年長茶道体験
誕生会参観
オープンハウス

・5日（木）

・10日（金）

・8日（土）

4日（水）
4日（水）
6日（金）

10日（火）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
21日（土）
26日（木）
27日（金）
31日（火）

1日（水）
9日（木）

28日（火）
29日（水）
30日（木）
31日（金）

3日（月）
7日（金）

10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
22日（土）
27日（木）
28日（金）
29日（土）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7
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茶道（年長）
レッツスポーツ（年長・中）、子育て広場0歳（10、17、24日）
子育て広場1歳（11、25日）
プラネタリウム鑑賞（年長）、子育て広場2歳（13、20日）
保護者会講演会
県民一斉防災訓練
太鼓（年長）
レッツスポーツ（年長・中）
学年懇談（年少）
茶道（年長）
夏まつり
リトミック（年少）
ABCランド（年長・中）
誕生会参観・保育参加
お泊り保育
終業式
同窓会（小学1 ～ 6年）
子育て広場1歳
子育て広場2歳（24日）
園見学会
誕生会参観・保育参加
始業式
子育て広場０歳（11、18、25日）
子育て広場1歳（12、19日）
避難訓練
子育て広場2歳（14、21、28日）
園見学会
茶道（年長）、リトミック（年少）
レッツスポーツ（年長・中）
弥生地区敬老会参加（年長）
ふれあいの日（祖父母参加）
茶道（年長）
誕生会参観・保育参加
太鼓（年長）

・28日（土）

2日（月）
3日（火）
4日（水）
6日（金）
9日（月）

11日（水）
12日（木）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
21日（土）
23日（月）
24日（火）
26日（木）
27日（金）
31日（火）

4日（土）
8日（水）

10日（金）
25日（土）
30日（木）

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
8日（土）

10日（月）
11日（火）
14日（金）
15日（土）
20日（木）
26日（水）
27日（木）

金沢星稜大学女子短期大学部

星稜中学校
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期末試験
3年観能教室
校外研修
保護者懇談会
体育大会
終業式・北信越激励会
始業式
学校説明会②
ナイト学校説明会②
運動会
運動会予備日

～4日（水）

～19日（木）
～20日（金）

2日（月）
5日（木）

17日（火）
17日（火）
20日（金）
23日（月）
21日（火）

1日（土）
21日（金）
26日（水）
27日（木）

星稜高等学校
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期末試験
全国大会出場激励会
1～3年体育大会、1年,3年講演会、2年文化教室
保護者懇談会
終業式
海外語学研修
高1エンパワーメントプログラム、学校見学会
始業式
部活動体験・見学会
1,2年Pコース課外実習
星稜祭
運動会
運動会予備日
学校説明会

～4日（水）

～19日（木）
～20日（金）

～8月6日（月）
～8月3日（金）

・28日（火）
・7日（金）

2日（月）
12日（木）
17日（火）
17日（火）
23日（月）
25日（水）
30日（月）
21日（火）
25日（土）
27日（月）

6日（木）
26日（水）
27日（木）
29日（土）

行事スケジュール  （7 月～9 月）

特集

あとがき
ここ最近はロシア・ワールドカップでの星稜高校出身の本田圭佑選手の活躍もあり、睡

眠不足になりがちな方も多かったのではないでしょうか。
今年もいよいよ真夏を感じる暑い日が多くなり、熱中症の注意喚起がされていますが、

睡眠不足など体調不良の際は普段より熱中症になりやすくなります。外での作業やスポー
ツ時に限らず室内でも、喉の渇きを感じる前に水分や塩分などを適切にとり、熱中症にな
らないようご注意ください。

　 金沢星稜大学 金沢星稜大学女子短期大学部　エクステンション課　伊藤 暢洋
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金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑 10 番地 1
℡076-253-3924（代表）

（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校・星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

学校法人 稲置学園
誠実にして社会に役立つ人間の育成

11日（ 土・祝）・25日（土）・26日（日）
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毎年恒例！

チーム星稜

百万石踊り流し
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部活に励む星稜生を応援！
星稜では、中学・高校・大学すべてで部活やサークルが盛んです。

授業開始前に「朝練」を行うサークルと、「 音楽」に携わるサークルを紹介いたします。

高校 陸上競技部（中・長距離）

大学 サッカー部

高校 女子バレーボール部

部員は男子11人、女子15人。朝練は平日の7:00～7:45の自由
参加で、20人ほどが高校野球場の周辺道路を走っています。遠
方から通学する生徒は睡眠時間を削ることになりますが、朝練に
よって走行距離数を積み上げ、全国で勝負できるチームになるこ
とを目標に頑張っています。
コースの特性上、指導者に見られる場面が1周あたり数秒しかあ
りません。残りの4分余りの時間は自分との戦いになります。それ
がメンタルを鍛えるよい機会になっていると思います。
野球部の試合出発と私たちの朝練が重なるときがあり、勝負に
向かう野球部員のまっすぐな姿を見ると、私たちも刺激を受けて
さらに頑張ろうという気持ちになります。

監督 深浦 隆史

中学高校 合唱部

星稜合唱部らしさを
追究しています
中学生３名、高校生25名で活動していま
す。入学式や文化祭、中学合唱コンクール
などで演奏しています。また、近隣の病院
等にボランティア演奏にも行っています。昨
年は星大生との演奏会が実現したので、
次は星稜幼稚園児の皆さんと交流演奏
会ができたらいいな、と思っています。

顧問 番作 えみ香

中学高校 吹奏楽部

聴いていただく方に
「笑顔と感動」を！ 
中・高あわせて67名で活動しています。5
月に金沢歌劇座で行われた定期演奏会
では、千人を超えるお客様にお越し頂きま
した。夏のコンクールや星稜祭などの学校
行事、部活の応援でも演奏をしています。

顧問 下村 健治

中学高校 箏曲部

日本の伝統楽器“箏”を
弾いています
中学生3名、高校生10名で月・金曜日の
放課後お稽古をしています。
星稜祭で日頃の練習成果を披露したり、
石川県高等学校総合文化祭にも出演し
ています。心に響く音色を出せるよう、お
稽古に励んでいます。

顧問 海崎 祐美

私たちが外で練習するのは朝練のみです。火曜日以外の6:00～
8:30（1限目に授業がある部員は8時まで）に全40人の部員が参
加し、高校の人工芝グラウンドで行っています。放課後は水・金
にミーティング、木曜は体育館での練習です。
大学生は生活リズムが乱れがちなイメージがあるかもしれません
が、寝坊や遅刻をする部員はいません。もし起こった場合、学年
での連帯責任を問われるので、協力し助け合っていることがチー
ム力向上につながっているのかもしれません。その甲斐もあり、
朝練を始めてから4年目ですが3度全国大会に出場しました。
冬場にマイナス4℃の中で朝練をしたことがありますが、足もボー
ルも滑るので大変でした。今年は大雪だったので、朝練をあきら
め全員で体育館周りを除雪した日もあります。
練習後はいったんアパートに帰る部員もいますが、ほとんどは体
育館でシャワーを浴び、学食で朝食をとっています。1食300円の
朝食セットは一人暮らしの部員にはありがたいですね。

全国大会で1勝以上あげることがチームの目標です。毎朝声をか
けて応援してくださる野球部名誉監督の山下先生のためにも、
結果を残せるよう頑張ります。

監督 小松﨑 保

17人の部員で活動しています。朝練は火～金の7:30～8:10に
全員参加で行い、月曜日は体育館掃除をしています。朝の通学
者がそう多くない時間に通学するので、地域の方々や駅員さんに
声をかけて頂く機会が多くあり、部員たちの大きな励みになって
います。
朝練は40分間という短時間での練習となりますので、練習メ
ニューをあらかじめ伝え、集中して行っています。放課後の練習
は全員揃って始められることが少ないのですが、朝練だと全員が
揃い、共通の目的意識をもって始めることができます。

「日々感動・全員バレー」をモットーに、春の高校バレー出場に向
けて自分たちの堅守速攻バレーを完成させることが目標です。

監督 村上 宜重

授業期間の平日は、「放課後」という
限られた時間で活動する課外活動。
授業開始前に「朝練」を行っている運動系クラブを、
今回は３団体紹介いたします。

稲置学園の設置校には、
さまざまなジャンルの音楽系クラブがあり、
それぞれの目標に向かって練習に励んでいます。
音楽系クラブの練習風景を紹介いたします。

音楽系クラブ THE朝練

大学短大SBJB（Star Blue Jazz Band）
代表 近村 征輝

星稜クラシックギターサークル
代表 山本 雄貴

ミュージックサークル
代表 茂住 絵莉菜

吹奏楽部
代表 田中 雄基

軽音楽部
代表 吉本 有沙

特集



12

部活に励む星稜生を応援！
星稜では、中学・高校・大学すべてで部活やサークルが盛んです。

授業開始前に「朝練」を行うサークルと、「 音楽」に携わるサークルを紹介いたします。

高校 陸上競技部（中・長距離）

大学 サッカー部

高校 女子バレーボール部

部員は男子11人、女子15人。朝練は平日の7:00～7:45の自由
参加で、20人ほどが高校野球場の周辺道路を走っています。遠
方から通学する生徒は睡眠時間を削ることになりますが、朝練に
よって走行距離数を積み上げ、全国で勝負できるチームになるこ
とを目標に頑張っています。
コースの特性上、指導者に見られる場面が1周あたり数秒しかあ
りません。残りの4分余りの時間は自分との戦いになります。それ
がメンタルを鍛えるよい機会になっていると思います。
野球部の試合出発と私たちの朝練が重なるときがあり、勝負に
向かう野球部員のまっすぐな姿を見ると、私たちも刺激を受けて
さらに頑張ろうという気持ちになります。

監督 深浦 隆史

中学高校 合唱部

星稜合唱部らしさを
追究しています
中学生３名、高校生25名で活動していま
す。入学式や文化祭、中学合唱コンクール
などで演奏しています。また、近隣の病院
等にボランティア演奏にも行っています。昨
年は星大生との演奏会が実現したので、
次は星稜幼稚園児の皆さんと交流演奏
会ができたらいいな、と思っています。

顧問 番作 えみ香

中学高校 吹奏楽部

聴いていただく方に
「笑顔と感動」を！ 
中・高あわせて67名で活動しています。5
月に金沢歌劇座で行われた定期演奏会
では、千人を超えるお客様にお越し頂きま
した。夏のコンクールや星稜祭などの学校
行事、部活の応援でも演奏をしています。

顧問 下村 健治

中学高校 箏曲部

日本の伝統楽器“箏”を
弾いています
中学生3名、高校生10名で月・金曜日の
放課後お稽古をしています。
星稜祭で日頃の練習成果を披露したり、
石川県高等学校総合文化祭にも出演し
ています。心に響く音色を出せるよう、お
稽古に励んでいます。

顧問 海崎 祐美

私たちが外で練習するのは朝練のみです。火曜日以外の6:00～
8:30（1限目に授業がある部員は8時まで）に全40人の部員が参
加し、高校の人工芝グラウンドで行っています。放課後は水・金
にミーティング、木曜は体育館での練習です。
大学生は生活リズムが乱れがちなイメージがあるかもしれません
が、寝坊や遅刻をする部員はいません。もし起こった場合、学年
での連帯責任を問われるので、協力し助け合っていることがチー
ム力向上につながっているのかもしれません。その甲斐もあり、
朝練を始めてから4年目ですが3度全国大会に出場しました。
冬場にマイナス4℃の中で朝練をしたことがありますが、足もボー
ルも滑るので大変でした。今年は大雪だったので、朝練をあきら
め全員で体育館周りを除雪した日もあります。
練習後はいったんアパートに帰る部員もいますが、ほとんどは体
育館でシャワーを浴び、学食で朝食をとっています。1食300円の
朝食セットは一人暮らしの部員にはありがたいですね。

全国大会で1勝以上あげることがチームの目標です。毎朝声をか
けて応援してくださる野球部名誉監督の山下先生のためにも、
結果を残せるよう頑張ります。

監督 小松﨑 保

17人の部員で活動しています。朝練は火～金の7:30～8:10に
全員参加で行い、月曜日は体育館掃除をしています。朝の通学
者がそう多くない時間に通学するので、地域の方々や駅員さんに
声をかけて頂く機会が多くあり、部員たちの大きな励みになって
います。
朝練は40分間という短時間での練習となりますので、練習メ
ニューをあらかじめ伝え、集中して行っています。放課後の練習
は全員揃って始められることが少ないのですが、朝練だと全員が
揃い、共通の目的意識をもって始めることができます。

「日々感動・全員バレー」をモットーに、春の高校バレー出場に向
けて自分たちの堅守速攻バレーを完成させることが目標です。

監督 村上 宜重

授業期間の平日は、「放課後」という
限られた時間で活動する課外活動。
授業開始前に「朝練」を行っている運動系クラブを、
今回は３団体紹介いたします。

稲置学園の設置校には、
さまざまなジャンルの音楽系クラブがあり、
それぞれの目標に向かって練習に励んでいます。
音楽系クラブの練習風景を紹介いたします。
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代表 近村 征輝
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代表 山本 雄貴
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代表 茂住 絵莉菜
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4
年
で
驚
く
ほ
ど
成
長
す
る

学
生
た
ち
を
信
じ
て
育
て
る

私
は
1
9
9
4
年
か
ら
金
沢
経
済
大
学
に

助
手
と
し
て
勤
務
し
、以
来
ず
っ
と
金
沢
星

稜
大
学
の
自
然
科
学
分
野
で
教
鞭
を
と
っ
て

い
ま
す
。平
行
し
て
、大
学
の
総
合
研
究
所
所

長
な
ど
を
経
て
、今
年
４
月
か
ら
は
副
学
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。

副
学
長
と
し
て
念
頭
に
あ
る
の
は
、今
後

地
方
私
立
大
学
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、学

生・
生
徒
、保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
に

と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
な
く
て
は
い

け
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。建
学
の
精
神
を

借
り
て
言
う
な
ら「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役

立
つ
大
学
」で
な
く
て
は
、数
十
年
後
の
存
続

は
な
い
で
し
ょ
う
。地
域
か
ら
の
支
持
が
な

く
な
れ
ば
入
学
者
も
減
り
ま
す
。そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
は
、地
道
で
着
実
な
努
力
が
必

要
で
す
。地
域
が
本
学
に
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、真
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
見
極
め
、そ

の
思
い
に
応
え
て
い
き
た
い
で
す
。

社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と

が
一
番
の
貢
献
と
の
考
え
か
ら
、学
生
た
ち

が
持
つ
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。学
生
時
代
の
4
年
間
は
、驚
く
ほ
ど
力

が
伸
び
ま
す
。う
ま
く
導
く
こ
と
で
、本
学
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る「
自
分
を
超
え
る
力
を
つ

け
る
」こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
全

教
職
員
、学
生
を
信
じ
る
こ
と
が
大
切
。そ
の

意
識
を
全
員
が
共
有
で
き
る
よ
う
徹
底
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
副
学
長
の
立
場
か
ら
も
、教
職
員

に
と
っ
て
動
き
や
す
い
環
境
を
整
え
ら
れ
る

よ
う
腐
心
し
て
い
ま
す
。た
だ
言
わ
れ
た
こ

と
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、自
発
的
に
活
動

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、教
職
員
も
そ
の
力
を

地
域
に
も
学
生
に
も
役
立
つ
よ
う

星
稜
大
な
ら
で
は
の
活
動
を

金腐川沿いに生息する生き物を探索するなど、
自然科学は現場に出ることが大切と考えています

私が担当する講義の理科教育法では将来の小学校教員を育成して
いることもあり、「分かりやすく教える」ことを徹底しています
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教
員
と
し
て
も
そ
の
気
持
ち
で
指
導
に
取

り
組
ん
で
お
り
、ゼ
ミ
で
は
学
生
に
自
分
で

考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。具
体

的
に
は
私
が
主
導
す
る
の
で
は
な
く
、学
生

の
考
え
を
話
し
て
も
ら
い
、誤
り
が
あ
れ
ば

正
す
。そ
れ
を
繰
り
返
し
、自
ら
考
え
て
実
行

で
き
る
、主
体
性
あ
る
人
材
に
育
つ
手
助
け

を
し
て
い
ま
す
。

　
副
学
長
と
し
て
担
当
し
て
い
る「
地
域
連

携
」で
は
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
学

外
活
動
や
、産
学
連
携
と
い
っ
た
取
り
組
み

の
窓
口
を
務
め
て
い
ま
す
。本
学
は
経
済
学

部
、人
間
科
学
部
、人
文
学
部
と
い
う
３
つ
の

学
部
が
あ
り
、研
究
範
囲
も
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。で
き
る
だ
け
お
応
え
し
た
い
と
考
え
対

応
し
て
い
ま
す
が
、今
後
は
、依
頼
主・学
生・

地
域
す
べ
て
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
形
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。学
生
な
ら
誰
で
も

い
い
、で
は
な
く
、星
大
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
増
や
せ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
後
は
星
稜
大
の「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。地

元
、そ
し
て
北
陸
エ
リ
ア
で
は
、本
学
は
か
な

り
の
知
名
度
を
誇
る
と
自
負
し
て
い
ま
す

が
、全
国
的
に
見
れ
ば
ま
だ
ま
だ
で
す
。「
北

陸
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
大
学
」を
目
指
し
て
励

ん
で
い
き
ま
す
。

発
揮
で
き
ま
す
。学
生
も
教
職
員
も
同
じ
で
、

持
て
る
力
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
、そ
し

て
そ
の
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
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4
月
、各
設
置
校
の
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

　入
園
式
・
入
学
式

学園

平成30年度　各校在籍者数一覧  （平成30年5月1日現在）     
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星
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経
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学
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経
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戦
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研
究
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大
学
は
4
月
14
日（
土
）、短
大
は

4
月
21
日（
土
）に
、体
育
館
で「
学

友
会
主
催 

新
入
生
歓
迎
祭
」が
開

催
さ
れ
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
短
大
は
ク
ラ

ス
）対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、ビ
ン
ゴ
大
会
、ク
ラ
ブ・サ
ー
ク

ル
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
入
生

歓
迎
祭
で
は
、学
生
間
や
教
職
員
と

の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
、笑
顔
の
絶

え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

4
月
6
日（
金
）・
7
日（
土
）、加
賀
市
山
中
温
泉
お
よ
び
羽

咋
市
千
里
浜
に
て
新
入
生
宿
泊
研
修
が
学
部
ご
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。新
入
生
宿
泊
研
修
に
は
、新
入
生
の
他
に
サ
ポ
ー
ト

学
生
、教
職
員
が
参
加
し
、学
生
同
士
や
教
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。大
学
に
お
け
る

学
修
の
見
通
し
や
そ
の
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、授

業
を
履
修
す
る
際
の
注
意
点
を
教
職
員
や
サ
ポ
ー
ト
学
生
に

習
い
な
が
ら
、大
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
大
学
生
活
の
目
標
を

考
え
ま
し
た
。大
学
で
過
ご
す
4
年
間
を
有
意
義
な
も
の
に
す

る
た
め
に
行
わ
れ
た
今
回
の
研
修
。新
入
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
研
修
で
大
学
生
活
の

好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た

大5
月
26
日（
土
）、奈
良
県
の
な
ら
で
ん
フ
ィ
ー
ル
ド
に
て『
天
皇
杯 
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第
96
回
全
日
本
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
』が
行
わ
れ
、サ
ッ
カ
ー
部
が
奈
良
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
部
の
天
皇
杯
出
場

は
創
部
後
初
め
て
の
こ
と
。格
上
の
奈
良
ク
ラ
ブ
相
手
に
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
の
か
。日
本
の
頂
点
を
か

け
た
挑
戦
が
キ
ッ
ク
オ
フ
し
ま
し
た
。前
半
か
ら
押
し
込
ま
れ
る
時
間
が
続
く
苦
し
い
展
開
の
中
、何
度
も

ゴ
ー
ル
を
脅
か
さ
れ
る
も
、星
稜
イ
レ
ブ
ン
の
必
死
の
守
り
で
前
半
を
0
対
0
で
終
え
ま
し
た
。後
半
62

分
。つ
い
に
守
り
を
破
ら
れ
、立
て
続
け
に
2
点
を
与
え
て
し
ま
い
、最
後
ま
で
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
す

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も
、試
合
を
通
し
て
チ
ー
ム
の
力
を
再
確
認
で
き
、日
本
の
頂
点

ま
で
の
距
離
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。続
く
大
臣
杯
に
向
か
っ
て
イ
レ
ブ
ン
は
駆
け
出
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

天
皇
杯
に
初
出
場
！

大

新
入
生
歓
迎
祭
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た

大短

留
学
生
を
招
い
て

お
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た

短5
月
16
日（
水
）、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
館
3
階
の
和
室
に
て
、茶
道
部
と
国
際
交
流

課
が
主
催
す
る
お
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。昨
年
か
ら
今
春
に
か
け
て
大
学
に
入
学

し
た
留
学
生
5
名
が
招
か
れ
、日
本
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
文
化
体

験
の
一
つ
と
し
て
茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。日
本
文
化
の
も
つ
繊
細
な
季
節
感
と
日
本

特
有
の
美
意
識
を
茶
道
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
瞬
間
は
一
生

に
一
度
の
も
の
と
い
う「
一
期
一
会
」

を
、身
を
も
っ
て
体
験
し
、茶
道
と
い

う
日
本
の
文
化
を
通
し
て
、留
学
生

と
短
大
生
が
交
流
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

模
擬
投
票

高

5
月
17
日（
木
）、第
一
体
育
館
で
石
川
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会・全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
と
全
校
生
徒・

教
職
員
ら
か
ら
激
励
さ
れ
た
各
部
の
部
員
た
ち
は
、表

情
も
キ
リ
リ
と
引
き
締
ま
り
、静
か
に
闘
志
を
燃
や
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
6
月
15

日（
金
）か
ら
、さ
ら
に
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

は
7
月
26
日（
木
）か
ら
東
海
で
、全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
は
8
月
5
日（
日
）か
ら
長
野
県
で
行
わ
れ
ま
す
。

4
月
20
日（
金
）、3
年
生
を
対
象
に
模
擬
投
票

（
選
挙
出
前
講
座
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。金
沢
市
選
挙

管
理
委
員
会
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、説
明
を

受
け
な
が
ら
、投
票
か
ら
開
票
ま
で
の
疑
似
体
験
を

し
ま
し
た
。18
歳
で
選
挙
権
を
得
る
3
年
生
た
ち
に

と
っ
て
、政
治・選
挙
の
意
義
や
重
要
性
を
理
解
し
、

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
責
任
感
を
養
う
た

め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

春
の
遠
足
！

高4
月
24
日（
火
）、ク
ラ
ス
ご
と
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

遠
足
に
出
発
し
ま
し
た
。行
き
先
は
、1
年
生
が
福
井

県
立
恐
竜
博
物
館
・
越
前
大
野
城
の
見
学
と
そ
の
城
下

町
を
散
策
し
、2
年
生
は
白
川
郷
に
出
か
け
、合
掌
造

り
の
集
落
を
見
て
回
り
な
が
ら
日
本
の
世
界
遺
産
を
味

わ
い
ま
し
た
。ま
た
3
年
生
は
岐
阜
県
飛
騨
高
山
へ
向

か
い
、情
緒
あ
る
街
並
み
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
ま
し
た
。あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
親
睦
を
深
め
、

存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

い
ざ
総
体
・
総
文
へ
！

高
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大
学
は
4
月
14
日（
土
）、短
大
は

4
月
21
日（
土
）に
、体
育
館
で「
学

友
会
主
催 

新
入
生
歓
迎
祭
」が
開

催
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れ
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
短
大
は
ク
ラ

ス
）対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、ビ
ン
ゴ
大
会
、ク
ラ
ブ・サ
ー
ク

ル
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
入
生

歓
迎
祭
で
は
、学
生
間
や
教
職
員
と

の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
、笑
顔
の
絶

え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

4
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6
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金
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7
日（
土
）、加
賀
市
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中
温
泉
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羽

咋
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千
里
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に
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入
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宿
泊
研
修
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学
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わ
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た
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入
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宿
泊
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す
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が
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過
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4
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有
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も
の
に
す
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た
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わ
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の
研
修
。新
入
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
研
修
で
大
学
生
活
の

好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た

大5
月
26
日（
土
）、奈
良
県
の
な
ら
で
ん
フ
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ー
ル
ド
に
て『
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わ
れ
、サ
ッ
カ
ー
部
が
奈
良
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
部
の
天
皇
杯
出
場

は
創
部
後
初
め
て
の
こ
と
。格
上
の
奈
良
ク
ラ
ブ
相
手
に
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
の
か
。日
本
の
頂
点
を
か

け
た
挑
戦
が
キ
ッ
ク
オ
フ
し
ま
し
た
。前
半
か
ら
押
し
込
ま
れ
る
時
間
が
続
く
苦
し
い
展
開
の
中
、何
度
も

ゴ
ー
ル
を
脅
か
さ
れ
る
も
、星
稜
イ
レ
ブ
ン
の
必
死
の
守
り
で
前
半
を
0
対
0
で
終
え
ま
し
た
。後
半
62

分
。つ
い
に
守
り
を
破
ら
れ
、立
て
続
け
に
2
点
を
与
え
て
し
ま
い
、最
後
ま
で
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
す

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も
、試
合
を
通
し
て
チ
ー
ム
の
力
を
再
確
認
で
き
、日
本
の
頂
点

ま
で
の
距
離
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。続
く
大
臣
杯
に
向
か
っ
て
イ
レ
ブ
ン
は
駆
け
出
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

天
皇
杯
に
初
出
場
！

大

新
入
生
歓
迎
祭
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た

大短

留
学
生
を
招
い
て

お
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た

短5
月
16
日（
水
）、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
館
3
階
の
和
室
に
て
、茶
道
部
と
国
際
交
流

課
が
主
催
す
る
お
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。昨
年
か
ら
今
春
に
か
け
て
大
学
に
入
学

し
た
留
学
生
5
名
が
招
か
れ
、日
本
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
文
化
体

験
の
一
つ
と
し
て
茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。日
本
文
化
の
も
つ
繊
細
な
季
節
感
と
日
本

特
有
の
美
意
識
を
茶
道
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
瞬
間
は
一
生

に
一
度
の
も
の
と
い
う「
一
期
一
会
」

を
、身
を
も
っ
て
体
験
し
、茶
道
と
い

う
日
本
の
文
化
を
通
し
て
、留
学
生

と
短
大
生
が
交
流
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

模
擬
投
票

高

5
月
17
日（
木
）、第
一
体
育
館
で
石
川
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会・全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
と
全
校
生
徒・

教
職
員
ら
か
ら
激
励
さ
れ
た
各
部
の
部
員
た
ち
は
、表

情
も
キ
リ
リ
と
引
き
締
ま
り
、静
か
に
闘
志
を
燃
や
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
6
月
15

日（
金
）か
ら
、さ
ら
に
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

は
7
月
26
日（
木
）か
ら
東
海
で
、全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
は
8
月
5
日（
日
）か
ら
長
野
県
で
行
わ
れ
ま
す
。

4
月
20
日（
金
）、3
年
生
を
対
象
に
模
擬
投
票

（
選
挙
出
前
講
座
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。金
沢
市
選
挙

管
理
委
員
会
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、説
明
を

受
け
な
が
ら
、投
票
か
ら
開
票
ま
で
の
疑
似
体
験
を

し
ま
し
た
。18
歳
で
選
挙
権
を
得
る
3
年
生
た
ち
に

と
っ
て
、政
治・選
挙
の
意
義
や
重
要
性
を
理
解
し
、

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
責
任
感
を
養
う
た

め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

春
の
遠
足
！

高4
月
24
日（
火
）、ク
ラ
ス
ご
と
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

遠
足
に
出
発
し
ま
し
た
。行
き
先
は
、1
年
生
が
福
井

県
立
恐
竜
博
物
館
・
越
前
大
野
城
の
見
学
と
そ
の
城
下

町
を
散
策
し
、2
年
生
は
白
川
郷
に
出
か
け
、合
掌
造

り
の
集
落
を
見
て
回
り
な
が
ら
日
本
の
世
界
遺
産
を
味

わ
い
ま
し
た
。ま
た
3
年
生
は
岐
阜
県
飛
騨
高
山
へ
向

か
い
、情
緒
あ
る
街
並
み
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
ま
し
た
。あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
親
睦
を
深
め
、

存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 
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高中

交
通
安
全
教
室

中4
月
11
日（
水
）、金
沢
東
警
察
署
の
方
を
お
招
き
し

て
、交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。特
に
、多
く
の
生

徒
達
が
通
学
等
で
利
用
し
て
い
る
自
転
車
に
よ
る
事
故

が
近
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を

つ
け
る
べ
き
か
を
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、生
徒
を
代
表
を
し
て
出
村
夢
太
君
が「
交
通
安
全

宣
言
」を
述
べ
ま
し
た
。

写
生
大
会

中6
月
1
日（
金
）・
2
日（
土
）、写
生
大
会
を
行
い
ま
し

た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
さ
わ
や
か
な
陽
気
の
中
で
、生
徒

た
ち
は
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、中
庭
の
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り
の「
学
校
の
風

景
」を
一
生
懸
命
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

絆
が
深
ま
っ
た
、春
の
遠
足
！

中4
月
24
日（
火
）、能
登
島
家
族
旅
行
村
We
ラ
ン
ド
、の
と
じ
ま
水
族
館
へ
遠
足
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。当
初
We
ラ
ン
ド
で
予
定
さ
れ
て
い
た
全
学
年
縦
割
り
班
で
の
焼
き
そ
ば
作
り
は
、残

念
な
が
ら
雨
の
た
め
2
、3
年
生
の
み
が
行
い
ま
し
た
が
、「
仲
間
と
の
協
力
」と
い
う
調
味
料
を

加
え
た
焼
き
そ
ば
の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。1
年
生
も
、の
と
じ
ま
水
族
館
で
、3
年
生

が
作
っ
て
く
れ
た
焼
き
そ
ば
を
味
わ
っ
た
り
、イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
学
し
た
り
と
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

5
月
26
日（
土
）、金
沢
歌
劇
座
で
星
稜
高
校
吹
奏
楽
部
第
29
回
定
期

演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第
1
ス
テ
ー
ジ
、ま
ず
は
堂
々
と
し
た
校
歌

か
ら
始
ま
り
、コ
ン
ク
ー
ル
使
用
曲
な
ど
ク
ラ
シ
カ
ル
な
内
容
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。、第
2
ス
テ
ー
ジ
は
ガ
ラ
ッ
と
雰
囲
気
が
変
わ
り
、映

画
挿
入
曲
の
メ
ド
レ
ー
を
、第
3
ス
テ
ー
ジ
は
、ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
観
客
を
巻
き
込
ん
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最
後
は
、部

員
全
員
に
よ
る
合
唱
で
幕
を
閉
じ
、拍
手
喝
采
の
演
奏
会
で
し
た
。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

4月からの主な部活動成績高中
【星稜高等学校】
第5回全日本トランポリン競技年齢別選手権大会
　 ● 15-16歳男子の部 ・第2位　豊後　輝道
　 ● 15-16歳女子の部 ・第5位　松本　純怜
第138回北信越地区高等学校野球大会
　　・優勝
第138回北信越地区高等学校野球石川県大会
　　・優勝
石川県高等学校ソフトボール春季大会
　 ● 男子の部 ・優勝
石川県高等学校春季レスリング選手権大会
　 ● 71kg級 ・第1位 小林　正季
第65回金大旗争奪石川県高等学校春季剣道大会
　 ● 女子団体 ・第3位
　 ● 女子 ・優秀選手　小泉　有利奈
石川県高等学校春季弓道大会
　 ● 男子個人 ・第1位 田中　翔大
　 ● 女子団体 ・第2位
第79回石川県陸上競技選手権大会
　 ● 男子110mH　　 ・第1位 町　亮汰
　 ● 男子800ｍ　 ・第3位 嶺蔭　優翔
　 ● 男子4×400mR ・第2位 東藤、嶺蔭、野村、奥野
　 ● 女子100ｍ　 ・第2位 塩本　歩
　 ● 女子200ｍ ・第2位 柳澤　祐衣
　 ● 女子200ｍ　　 ・第3位 塩本　歩
　 ● 女子400ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子400mH　　 ・第2位 佐古田　宇音
　 ● 女子800ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子800ｍ　 ・第3位 中川　瑞稀
　 ● 女子1500ｍ　 ・第2位 大塚　明実
　 ● 女子1500ｍ ・第3位 中川　瑞稀
　 ● 女子4×400mR ・第1位 渡瀬、塩本、鞍田、澤井
　 ● 女子走幅跳　 ・第2位 宮口　愛子
　 ● 女子走幅跳　 ・第3位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子三段跳　 ・第1位 宮口　愛子
　 ● 女子三段跳　 ・第2位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子走高跳　 ・第3位 新木　ももこ
　 ● 女子棒高跳　 ・第2位 内山　桃
平成30年度石川県高等学校総合体育大会
陸上競技
　 ● 男子110mH　 ・第1位 町　亮汰
　 ● 男子110mH　 ・第2位 又多　弥羽
　 ● 男子800ｍ　 ・第1位 嶺蔭　優翔
　 ● 男子3000ｍSC　 ・第2位 樋本　雄大
　 ● 男子4×100mR ・第3位 橋本、髙田、広橋、東
　 ● 男子4×400mR ・第3位 東藤、奥野、野村、嶺蔭
　 ● 男子やり投　 ・第2位 中村　海斗
　 ● 男子八種競技　 ・第1位 中筋　涼太
　 ● 男子トラック ・第1位 
　 ● 男子総合 ・第2位 
　 ● 女子100m　 ・第1位 柳澤　祐衣
　 ● 女子100m　 ・第2位 塩本　歩
　 ● 女子100m　 ・第3位 宮口　愛子
　 ● 女子200m　 ・第1位 塩本　歩
　 ● 女子200m　 ・第2位 柳澤　祐衣
　 ● 女子200m　 ・第3位 荒井　涼香
　 ● 女子400ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子100mH　　 ・第2位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子400mH　　 ・第2位 清水　優奈
　 ● 女子800ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子800ｍ　 ・第2位 髙山　聖菜
　 ● 女子800ｍ　 ・第3位 荒木　瑞帆
　 ● 女子1500m　 ・第1位 中川　瑞稀
　 ● 女子1500m　 ・第2位 大塚　明実
　 ● 女子1500m　 ・第3位 酒井　唯菜
　 ● 女子3000m　 ・第1位 大塚　明実
　 ● 女子3000m　 ・第2位 中川　瑞稀
　 ● 女子3000m　 ・第3位 酒井　唯菜
　 ● 女子4×100mR ・第1位 鞍田、柳澤、宮口、塩本
　 ● 女子4×400mR ・第1位 鞍田、宮口、塩本、澤井
　 ● 女子三段跳　 ・第1位 宮口　愛子
　 ● 女子三段跳　 ・第2位 鞍田　沙耶佳

　 ● 女子走幅跳　 ・第2位 宮口　愛子
　 ● 女子走幅跳　 ・第3位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子棒高跳　 ・第1位 藤家　麻鈴
　 ● 女子棒高跳　 ・第2位 内山　桃
　 ● 女子やり投　 ・第3位 久保　栞乃
　 ● 女子フィールド ・第1位 
　 ● 女子トラック ・第1位 
　 ● 女子総合　 ・第1位
空手道競技
　 ● 女子団体総合 ・第2位  （北信越大会出場）
馬術競技
　 ● 馬場馬術競技L1課目2013 ・第2位　小坂　瑠奈（シルバーミスト号）
　 ● 障害飛越競技A ・第2位　小坂　瑠奈（アバロン号）
サッカー競技
　 ● 男子 ・優勝  （北信越大会出場・全国大会出場決定）
　 ● 女子 ・優勝  （北信越大会出場）
ソフトボール競技
　 ● 男子の部 ・優勝  （北信越大会出場）
テニス競技
　 ● 男子団体 ・第3位  （北信越大会出場）
バドミントン競技
　 ● 男子学校対抗 ・第3位  （北信越大会出場）
弓道競技
　 ● 男子団体の部 ・第1位  （北信越大会出場・全国大会出場決定）
　 ● 女子個人の部 ・第3位　岡嶋　美羽 （北信越大会出場）
剣道競技
　 ● 男子団体 ・第3位   （北信越大会出場）
トランポリン競技
　 ● Aクラス男子個人 ・第1位 上野　隼輔
　 ● Aクラス男子個人 ・第3位  井関　俊太
　 ● Aクラス男子団体 ・第1位 井関、新谷、豊後、上野
　 ● 男子総合 ・第1位
　 ● Aクラス女子個人 ・第2位  野村　菜月美
　 ● Aクラス女子団体 ・第2位  山本、野村、小田原、元角
　 ● 女子総合 ・第2位
レスリング競技
　 ● 男子個人71kg級 ・第1位 小林　正季（北信越大会・全国大会出場決定）
第20回石川県高等学校ゴルフ選手権大会
　 ● 男子団体 ・第1位 南野、辻、三宅、灰谷
　 ● 男子個人 ・第1位 辻　圭一郎
　 ● 男子個人 ・第2位 三宅　龍馬
　 ● 女子団体 ・第1位 伊藤、仙波、川端、本田
第38回石川県高等学校総合文化祭高等学校総合美術展
　 ● 美術工芸部門 ・佳作 辰己　晴（絵画作品「氷見」）
第42回全国高校囲碁選手権大会石川県大会
　 ● 女子団体 ・第1位 河﨑、鈴木、北山 (全国選手権大会出場決定）
　 ● 女子個人 ・第1位 鈴木　楓奈（全国選手権大会・全国総文出場決定）
第54回全国高校将棋選手権石川県大会
　 ● 男子個人 B級の部 ・第3位 北川　諒祐
　 ● 男子個人 B級の部 ・第3位 中川　晴人
　 ● 女子個人 ・第2位 松岡　萌優里（全国大会出場決定）
石川県高等学校対抗かるた大会
　 ● Ⅱ部 ・第3位
 
【星稜中学校】
第5回全日本トランポリン競技年齢別選手権大会
　 ● 13-14歳女子の部 ・第2位 池下　かの子
第9回熊谷カップ福井県ジュニアオープンゴルフ選手権
　 ● 中学男子の部 ・第3位 曽山　正太郎
第79回石川県陸上競技選手権大会
　 ● 女子100mH ・第2位 又多　紅樹
金沢市中学校陸上競技大会
　　・優勝　7年連続（16回目）
第70回金沢市中学校夏季陸上競技大会
　 ● 女子共通100ｍ ・第2位 又多　紅樹
　 ● 女子共通200ｍ ・第2位 又多　紅樹
　 ● 女子共通3000ｍ競歩 ・第2位 宇都宮　彩乃
　 ● 女子共通砲丸投 ・第1位 宮坂　怜暖
金沢市中学校バドミントン競技大会春季大会
　 ● 男子シングルス ・第3位 山田　右近
金沢市中学校春季競技大会
　 ● 軟式野球競技 ・第1位
　 ● サッカー競技 ・第1位
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高中

交
通
安
全
教
室

中4
月
11
日（
水
）、金
沢
東
警
察
署
の
方
を
お
招
き
し

て
、交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。特
に
、多
く
の
生

徒
達
が
通
学
等
で
利
用
し
て
い
る
自
転
車
に
よ
る
事
故

が
近
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を

つ
け
る
べ
き
か
を
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、生
徒
を
代
表
を
し
て
出
村
夢
太
君
が「
交
通
安
全

宣
言
」を
述
べ
ま
し
た
。

写
生
大
会

中6
月
1
日（
金
）・
2
日（
土
）、写
生
大
会
を
行
い
ま
し

た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
さ
わ
や
か
な
陽
気
の
中
で
、生
徒

た
ち
は
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、中
庭
の
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り
の「
学
校
の
風

景
」を
一
生
懸
命
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

絆
が
深
ま
っ
た
、春
の
遠
足
！

中4
月
24
日（
火
）、能
登
島
家
族
旅
行
村
We
ラ
ン
ド
、の
と
じ
ま
水
族
館
へ
遠
足
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。当
初
We
ラ
ン
ド
で
予
定
さ
れ
て
い
た
全
学
年
縦
割
り
班
で
の
焼
き
そ
ば
作
り
は
、残

念
な
が
ら
雨
の
た
め
2
、3
年
生
の
み
が
行
い
ま
し
た
が
、「
仲
間
と
の
協
力
」と
い
う
調
味
料
を

加
え
た
焼
き
そ
ば
の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。1
年
生
も
、の
と
じ
ま
水
族
館
で
、3
年
生

が
作
っ
て
く
れ
た
焼
き
そ
ば
を
味
わ
っ
た
り
、イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
学
し
た
り
と
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

5
月
26
日（
土
）、金
沢
歌
劇
座
で
星
稜
高
校
吹
奏
楽
部
第
29
回
定
期

演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第
1
ス
テ
ー
ジ
、ま
ず
は
堂
々
と
し
た
校
歌

か
ら
始
ま
り
、コ
ン
ク
ー
ル
使
用
曲
な
ど
ク
ラ
シ
カ
ル
な
内
容
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。、第
2
ス
テ
ー
ジ
は
ガ
ラ
ッ
と
雰
囲
気
が
変
わ
り
、映

画
挿
入
曲
の
メ
ド
レ
ー
を
、第
3
ス
テ
ー
ジ
は
、ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
観
客
を
巻
き
込
ん
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最
後
は
、部

員
全
員
に
よ
る
合
唱
で
幕
を
閉
じ
、拍
手
喝
采
の
演
奏
会
で
し
た
。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

4月からの主な部活動成績高中
【星稜高等学校】
第5回全日本トランポリン競技年齢別選手権大会
　 ● 15-16歳男子の部 ・第2位　豊後　輝道
　 ● 15-16歳女子の部 ・第5位　松本　純怜
第138回北信越地区高等学校野球大会
　　・優勝
第138回北信越地区高等学校野球石川県大会
　　・優勝
石川県高等学校ソフトボール春季大会
　 ● 男子の部 ・優勝
石川県高等学校春季レスリング選手権大会
　 ● 71kg級 ・第1位 小林　正季
第65回金大旗争奪石川県高等学校春季剣道大会
　 ● 女子団体 ・第3位
　 ● 女子 ・優秀選手　小泉　有利奈
石川県高等学校春季弓道大会
　 ● 男子個人 ・第1位 田中　翔大
　 ● 女子団体 ・第2位
第79回石川県陸上競技選手権大会
　 ● 男子110mH　　 ・第1位 町　亮汰
　 ● 男子800ｍ　 ・第3位 嶺蔭　優翔
　 ● 男子4×400mR ・第2位 東藤、嶺蔭、野村、奥野
　 ● 女子100ｍ　 ・第2位 塩本　歩
　 ● 女子200ｍ ・第2位 柳澤　祐衣
　 ● 女子200ｍ　　 ・第3位 塩本　歩
　 ● 女子400ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子400mH　　 ・第2位 佐古田　宇音
　 ● 女子800ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子800ｍ　 ・第3位 中川　瑞稀
　 ● 女子1500ｍ　 ・第2位 大塚　明実
　 ● 女子1500ｍ ・第3位 中川　瑞稀
　 ● 女子4×400mR ・第1位 渡瀬、塩本、鞍田、澤井
　 ● 女子走幅跳　 ・第2位 宮口　愛子
　 ● 女子走幅跳　 ・第3位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子三段跳　 ・第1位 宮口　愛子
　 ● 女子三段跳　 ・第2位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子走高跳　 ・第3位 新木　ももこ
　 ● 女子棒高跳　 ・第2位 内山　桃
平成30年度石川県高等学校総合体育大会
陸上競技
　 ● 男子110mH　 ・第1位 町　亮汰
　 ● 男子110mH　 ・第2位 又多　弥羽
　 ● 男子800ｍ　 ・第1位 嶺蔭　優翔
　 ● 男子3000ｍSC　 ・第2位 樋本　雄大
　 ● 男子4×100mR ・第3位 橋本、髙田、広橋、東
　 ● 男子4×400mR ・第3位 東藤、奥野、野村、嶺蔭
　 ● 男子やり投　 ・第2位 中村　海斗
　 ● 男子八種競技　 ・第1位 中筋　涼太
　 ● 男子トラック ・第1位 
　 ● 男子総合 ・第2位 
　 ● 女子100m　 ・第1位 柳澤　祐衣
　 ● 女子100m　 ・第2位 塩本　歩
　 ● 女子100m　 ・第3位 宮口　愛子
　 ● 女子200m　 ・第1位 塩本　歩
　 ● 女子200m　 ・第2位 柳澤　祐衣
　 ● 女子200m　 ・第3位 荒井　涼香
　 ● 女子400ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子100mH　　 ・第2位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子400mH　　 ・第2位 清水　優奈
　 ● 女子800ｍ　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子800ｍ　 ・第2位 髙山　聖菜
　 ● 女子800ｍ　 ・第3位 荒木　瑞帆
　 ● 女子1500m　 ・第1位 中川　瑞稀
　 ● 女子1500m　 ・第2位 大塚　明実
　 ● 女子1500m　 ・第3位 酒井　唯菜
　 ● 女子3000m　 ・第1位 大塚　明実
　 ● 女子3000m　 ・第2位 中川　瑞稀
　 ● 女子3000m　 ・第3位 酒井　唯菜
　 ● 女子4×100mR ・第1位 鞍田、柳澤、宮口、塩本
　 ● 女子4×400mR ・第1位 鞍田、宮口、塩本、澤井
　 ● 女子三段跳　 ・第1位 宮口　愛子
　 ● 女子三段跳　 ・第2位 鞍田　沙耶佳

　 ● 女子走幅跳　 ・第2位 宮口　愛子
　 ● 女子走幅跳　 ・第3位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子棒高跳　 ・第1位 藤家　麻鈴
　 ● 女子棒高跳　 ・第2位 内山　桃
　 ● 女子やり投　 ・第3位 久保　栞乃
　 ● 女子フィールド ・第1位 
　 ● 女子トラック ・第1位 
　 ● 女子総合　 ・第1位
空手道競技
　 ● 女子団体総合 ・第2位  （北信越大会出場）
馬術競技
　 ● 馬場馬術競技L1課目2013 ・第2位　小坂　瑠奈（シルバーミスト号）
　 ● 障害飛越競技A ・第2位　小坂　瑠奈（アバロン号）
サッカー競技
　 ● 男子 ・優勝  （北信越大会出場・全国大会出場決定）
　 ● 女子 ・優勝  （北信越大会出場）
ソフトボール競技
　 ● 男子の部 ・優勝  （北信越大会出場）
テニス競技
　 ● 男子団体 ・第3位  （北信越大会出場）
バドミントン競技
　 ● 男子学校対抗 ・第3位  （北信越大会出場）
弓道競技
　 ● 男子団体の部 ・第1位  （北信越大会出場・全国大会出場決定）
　 ● 女子個人の部 ・第3位　岡嶋　美羽 （北信越大会出場）
剣道競技
　 ● 男子団体 ・第3位   （北信越大会出場）
トランポリン競技
　 ● Aクラス男子個人 ・第1位 上野　隼輔
　 ● Aクラス男子個人 ・第3位  井関　俊太
　 ● Aクラス男子団体 ・第1位 井関、新谷、豊後、上野
　 ● 男子総合 ・第1位
　 ● Aクラス女子個人 ・第2位  野村　菜月美
　 ● Aクラス女子団体 ・第2位  山本、野村、小田原、元角
　 ● 女子総合 ・第2位
レスリング競技
　 ● 男子個人71kg級 ・第1位 小林　正季（北信越大会・全国大会出場決定）
第20回石川県高等学校ゴルフ選手権大会
　 ● 男子団体 ・第1位 南野、辻、三宅、灰谷
　 ● 男子個人 ・第1位 辻　圭一郎
　 ● 男子個人 ・第2位 三宅　龍馬
　 ● 女子団体 ・第1位 伊藤、仙波、川端、本田
第38回石川県高等学校総合文化祭高等学校総合美術展
　 ● 美術工芸部門 ・佳作 辰己　晴（絵画作品「氷見」）
第42回全国高校囲碁選手権大会石川県大会
　 ● 女子団体 ・第1位 河﨑、鈴木、北山 (全国選手権大会出場決定）
　 ● 女子個人 ・第1位 鈴木　楓奈（全国選手権大会・全国総文出場決定）
第54回全国高校将棋選手権石川県大会
　 ● 男子個人 B級の部 ・第3位 北川　諒祐
　 ● 男子個人 B級の部 ・第3位 中川　晴人
　 ● 女子個人 ・第2位 松岡　萌優里（全国大会出場決定）
石川県高等学校対抗かるた大会
　 ● Ⅱ部 ・第3位
 
【星稜中学校】
第5回全日本トランポリン競技年齢別選手権大会
　 ● 13-14歳女子の部 ・第2位 池下　かの子
第9回熊谷カップ福井県ジュニアオープンゴルフ選手権
　 ● 中学男子の部 ・第3位 曽山　正太郎
第79回石川県陸上競技選手権大会
　 ● 女子100mH ・第2位 又多　紅樹
金沢市中学校陸上競技大会
　　・優勝　7年連続（16回目）
第70回金沢市中学校夏季陸上競技大会
　 ● 女子共通100ｍ ・第2位 又多　紅樹
　 ● 女子共通200ｍ ・第2位 又多　紅樹
　 ● 女子共通3000ｍ競歩 ・第2位 宇都宮　彩乃
　 ● 女子共通砲丸投 ・第1位 宮坂　怜暖
金沢市中学校バドミントン競技大会春季大会
　 ● 男子シングルス ・第3位 山田　右近
金沢市中学校春季競技大会
　 ● 軟式野球競技 ・第1位
　 ● サッカー競技 ・第1位
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５
月
16
日（
水
）、年
少
児
が
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
内
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
出
か
け
ま

し
た
。バ
ス
の
中
で
は
あ
て
っ
こ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
親
子
で
会
話

が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。広
場
で
は「
ナ
ミ
ナ
ミ
ナ
」の
曲
に
合
わ
せ
て
、パ
ラ
バ
ル
ー
ン

を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。自
由
行
動
で
は
遊
具
の
て
ん
と
う
虫
や
自
転
車
に
乗
っ
た

り
、川
で
は
水
し
ぶ
き
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
も
一
番
の
お
楽
し
み

は
、お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
だ
っ
た
よ
う
で
す
。と
て
も
暑
い
日
で
し
た
が

親
子
で
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

☆
年
少
組  

親
子
バ
ス
遠
足
☆

星
稜
幼
稚
園
で
は
星
稜M

usic Factory

（
音
楽
遊
び
）、星
稜
ア
ク
ア
ス
ポ
ル

ト（
プ
ー
ル
）、星
稜
U

－

６
F
C（
サ
ッ
カ
ー
）、Fan in English

（
英
語
）の
課

外
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。講
師
は
金
沢
星
稜
大
学
、ま
た
は
星
稜
幼
稚
園
の
職

員
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。今
年
度
は
金
沢
プ
ー
ル
に

て
ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、稲
置
講
堂
に
てFan in English

、星
稜M

usic 
Factory

の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。星
稜
U

－

６
F
C
は
星
稜
大
サ
ッ
カ
ー

部
の
指
導
で
昨
年
度
、念
願
の
優
勝
旗
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ど

の
課
外
活
動
も
楽
し
く
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
、丁
寧
な
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

☆
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
☆

　
ガ
チ
ャ
ポ
ン
プ
を
動
か
す
と
、築
山
の
頂
上
か
ら
勢
い
よ
く
水
が
出
て
、そ
の
水
が

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
に
流
れ
ま
す
。水
が
流
れ
る
と
そ
の
ま
わ
り
で
は
心
地
よ
い
風
が
吹

き
、子
ど
も
達
の
楽
し
い
声
に
つ
ら
れ
て
、い
ろ
い
ろ
な
虫
た
ち
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

暑
い
日
は
ガ
チ
ャ
ポ
ン
プ
を
大
い
に
動
か
し
、虫
た
ち
と
の
出
会
い
を
期
待
し
な
が

ら
、季
節
を
感
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
こ
っ
ち
に
お
い
で
」と
声
を
か
け
る
と
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う

側
か
ら
顔
を
出
し
て
、と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る

０
歳
児
ふ
た
ば
組
の
子
ど
も
達
。１
歳
児
わ
か
ば
組
の
子
ど
も

達
は
、自
分
の
し
た
い
遊
び
を
見
つ
け
て
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん

で
い
ま
す
。す
べ
て
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
安
心
感

か
ら
、信
頼
関
係
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
園
庭
の
畑
に
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
な
り
ま
し
た
。こ

の
イ
チ
ゴ
は
年
長
児
が
、昨
年
の
秋
に
植
え
た
イ
チ
ゴ

で
す
。子
ど
も
達
は
イ
チ
ゴ
が
赤
く
な
る
の
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
し
た
。先
日
、真
っ
赤
で
大
粒
の
イ
チ
ゴ

を
20
個
、子
ど
も
達
が
収
穫
し
て
皆
で
分
け
て
食
べ
ま

し
た
。「
甘
酸
っ
ぱ
く
て
美
味
し
い
！
」と
嬉
し
そ
う
な

子
ど
も
達
。自
分
た
ち
で
育
て
た
イ
チ
ゴ
は
特
別
か
な
、

と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、堆
肥
作
り
に
年
長
児
が
園
児
の

お
父
さ
ん
の
指
導
の
下
、段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
堆

肥
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。家
で
出
た
野
菜
や
、

果
物
の
皮
な
ど
の
生
ご
み
を
家
か
ら
持
っ
て
き
て
自
分

た
ち
で
堆
肥
を
作
り
ま
す
。美
味
し
い
野
菜
が
で
き
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　
ガ
チ
ャ
ポ
ン
プ
で
は
押
し
た
り
、引
い
た
り
し
て
出

て
く
る
水
に
足
を
つ
け
た
り
、手
で
触
っ
た
り
と
興
味

深
々
な
様
子
。友
だ
ち
と「
ち
ょ
っ
と
だ
し
て
く
れ

る
？
」「
ま
っ
て
ね
」と
協
力
し
な
が
ら
水
を
汲
み
上
げ

て
い
ま
す
。ま
た
道
具
を
組
み
合
わ
せ
、隣
の
砂
場
に
流

そ
う
と
色
々
工
夫
し
た
り
、試
し
て
失
敗
し
た
り
と
遊

び
を
通
し
て
考
え
学
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

☆
5
つ
の
課
外
活
動
☆

☆
園
庭
大
好
き
!!
☆

☆
栄
養
士
さ
ん
の
お
は
な
し
☆

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼星

稜
泉
野
幼
稚
園
に
は
5
つ
の
課
外
活
動
と
し
て
、

テ
ニ
ス
、習
字
、英
語
、絵
画
、サ
ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

課
外
活
動
に
は
そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
あ
り
、英
語
は「
外
国

の
人
と
触
れ
合
い
英
語
に
親
し
む
」、絵
画
は「
豊
か
な

感
性
を
育
む
」、サ
ッ
カ
ー
は「
友
だ
ち
と
身
体
を
動
か

す
こ
と
を
楽
し
む
」、そ
し
て
習
字
は「
文
字
に
興
味
を

持
ち
正
し
い
鉛
筆
の
持
ち
方
や
書
き
順
を
知
る
」、テ
ニ

ス
は「
健
康
な
身
体
作
り
や
礼
儀
を
身
に
着
け
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
テ
ニ
ス

で
は
、ま
ず
は
ラ
ケ
ッ
ト

の
扱
い
方
を
学
ん
だ
り
、

ボ
ー
ル
に
触
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。ま
だ

始
め
た
ば
か
り
で
す
が
小

さ
な
身
体
で
ラ
ケ
ッ
ト
を

振
る
姿
は
様
に
な
っ
て
い

て
微
笑
ま
し
い
で
す
。い

つ
に
な
っ
た
ら
か
っ
こ
い

い
ラ
リ
ー
に
な
る
の
か
楽

し
み
で
す
。

　
当
園
の
栄
養
士
さ
ん
が
子
育
て
広
場
に
参
加
し
て
い

る
方
を
対
象
に
離
乳
食
、幼
児
食
の
試
食
会
を
始
め
ま

し
た
。５
月
の
試
食
会
は
大
盛
況
で
21
組
の
親
子
の
参

加
が
あ
り
、ひ
じ
き
入
り
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
や
、も
ぐ
も

ぐ
サ
ラ
ダ
を
親
子
で
試
食
し
ま
し
た
。お
か
わ
り
の
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
位
、み
な
さ
ん
喜
ん
で
お
り
、「
家

で
も
作
っ
て
み
ま
す
！
」

と
レ
シ
ピ
を
眺
め
て
い
る

お
母
さ
ん
た
ち
も
い
ま
し

た
。食
に
関
す
る
関
心
が

高
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。今
後
は
、園
児
に

手
作
り
お
や
つ
を
取
り
入

れ
、園
児
の
保
護
者
を
対

象
に
試
食
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

☆
ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム
☆

☆Let’s! 

課
外
活
動
☆

　
５
月
２
日（
水
）、こ
ど
も
の
日
の
集
い
が
あ
り
、そ
の
行
事

に
ち
な
ん
で
、給
食
で
こ
い
の
ぼ
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
ま

し
た
。こ
い
の
ぼ
り
の
目
は
チ
ー
ズ
と
の
り
で
、う
ろ
こ
は
キ
ュ

ウ
リ
で
で
き
て
い
ま
し
た
。こ
い
の
ぼ
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
見

た
子
ど
も
達
は「
わ
ぁ
〜
こ
い
の
ぼ
り
だ
ぁ
〜
」と
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。ど
こ
か
ら
食
べ
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
子
、思

い
っ
き
り
頭
か
ら
ガ
ブ
リ
と
食
べ
て
い
る
子
な
ど
、食
べ
方
は

様
々
。な
ん
で
も
お
い
し
く
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
、元
気
に
泳
ぐ

こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
、大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

☆
こ
い
の
ぼ
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
☆
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ま
す
。

課
外
活
動
に
は
そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
あ
り
、英
語
は「
外
国

の
人
と
触
れ
合
い
英
語
に
親
し
む
」、絵
画
は「
豊
か
な

感
性
を
育
む
」、サ
ッ
カ
ー
は「
友
だ
ち
と
身
体
を
動
か

す
こ
と
を
楽
し
む
」、そ
し
て
習
字
は「
文
字
に
興
味
を

持
ち
正
し
い
鉛
筆
の
持
ち
方
や
書
き
順
を
知
る
」、テ
ニ

ス
は「
健
康
な
身
体
作
り
や
礼
儀
を
身
に
着
け
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
テ
ニ
ス

で
は
、ま
ず
は
ラ
ケ
ッ
ト

の
扱
い
方
を
学
ん
だ
り
、

ボ
ー
ル
に
触
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。ま
だ

始
め
た
ば
か
り
で
す
が
小

さ
な
身
体
で
ラ
ケ
ッ
ト
を

振
る
姿
は
様
に
な
っ
て
い

て
微
笑
ま
し
い
で
す
。い

つ
に
な
っ
た
ら
か
っ
こ
い

い
ラ
リ
ー
に
な
る
の
か
楽

し
み
で
す
。

　
当
園
の
栄
養
士
さ
ん
が
子
育
て
広
場
に
参
加
し
て
い

る
方
を
対
象
に
離
乳
食
、幼
児
食
の
試
食
会
を
始
め
ま

し
た
。５
月
の
試
食
会
は
大
盛
況
で
21
組
の
親
子
の
参

加
が
あ
り
、ひ
じ
き
入
り
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
や
、も
ぐ
も

ぐ
サ
ラ
ダ
を
親
子
で
試
食
し
ま
し
た
。お
か
わ
り
の
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
位
、み
な
さ
ん
喜
ん
で
お
り
、「
家

で
も
作
っ
て
み
ま
す
！
」

と
レ
シ
ピ
を
眺
め
て
い
る

お
母
さ
ん
た
ち
も
い
ま
し

た
。食
に
関
す
る
関
心
が

高
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。今
後
は
、園
児
に

手
作
り
お
や
つ
を
取
り
入

れ
、園
児
の
保
護
者
を
対

象
に
試
食
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

☆
ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム
☆

☆Let’s! 

課
外
活
動
☆

　
５
月
２
日（
水
）、こ
ど
も
の
日
の
集
い
が
あ
り
、そ
の
行
事

に
ち
な
ん
で
、給
食
で
こ
い
の
ぼ
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
ま

し
た
。こ
い
の
ぼ
り
の
目
は
チ
ー
ズ
と
の
り
で
、う
ろ
こ
は
キ
ュ

ウ
リ
で
で
き
て
い
ま
し
た
。こ
い
の
ぼ
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
見

た
子
ど
も
達
は「
わ
ぁ
〜
こ
い
の
ぼ
り
だ
ぁ
〜
」と
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。ど
こ
か
ら
食
べ
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
子
、思

い
っ
き
り
頭
か
ら
ガ
ブ
リ
と
食
べ
て
い
る
子
な
ど
、食
べ
方
は

様
々
。な
ん
で
も
お
い
し
く
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
、元
気
に
泳
ぐ

こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
、大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

☆
こ
い
の
ぼ
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
☆

910
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科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）は
、日
本
の
学
術
を
振
興
す
る
た
め
、人
文・社

会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
す
べ
て
の
分
野
で
、独
創
的・先
駆
的
な
研
究
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
助
成
費
で
す
。基
礎
の
研
究
か
ら
最
先
端
の
研
究
ま

で
、多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
研
究
者
を
援
助
し
て
お
り
、文
部
科
学
省
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
と
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
よ
り
金
沢
星
稜
大
学
に
新
し
く
着
任
さ
れ
た
3
名
の
教
員
と
科
研

費
の
研
究
課
題
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
は
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、教
育
と
研
究
の
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る

た
め
に
、公
開
講
座
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
皆
様
に
対
し
、広
く
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
公
開
講
座
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。参
加
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

神﨑　淳子 講師（経済学部）
■研究種目
若手研究（B）
■研究課題名
地域雇用における政策形成の調
査研究：デンマークの地域労働
需給調整を事例として

渡邉　和道 講師（経済学部）
■研究種目
若手研究（B）
■研究課題名
SLAPP訴訟における当事者救済
に関する基礎的研究

小河　久志 准教授（人文学部）
■研究種目
若手研究（B）
■研究課題名
イスラーム復興運動をめぐる東
南アジア－南アジア間の交流に
関する人類学的研究

※11月3日（土・祝）、11月4日（日）の講座は、流星祭に合わせて開催します。 
※スケジュールや会場は都合により変更する場合があります。その際は、本学ホームページにてご案内します。
※概要等詳しくは本学ホームページよりご確認ください。

4月21日（土）
10：30～12：00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

経済学部
経営学科

経済学部
経済学科

藤井　浩明  准教授

5月19日（土）
10：30～12：00

教養教育部

短期大学部

吉田　隆  教授

6月16日（土）
10：30～12：00

岡本　泰弘  准教授

7月21日（土）
10：30～12：00

人間科学部　
こども学科 直江　学美  准教授

日本的雇用と女性の活躍

物価の変動とデフレ問題

脳科学からみた教育・子育て

歌ってみましょう（合唱入門編）

「私」とは？
進化論と仏教の世界観

9月8日（土）
10：30～12：00

人文学部　
国際文化学科

人文学部　
国際文化学科

人間科学部
スポーツ学科

9月15日（土）
10：30～12：00

国際共通語としての英語
－これからの英語の使い方－

10月27日（土）
10：30～12：00

身体運動文化
－日本人はなぜみこしを担ぐのか－

11月3日（土・祝）
12：00～13：30

田中　富士美  准教授

大森　重宜  教授

知っておきたい！ 生きる力が
わく病院、夢が叶うシューズ
～高齢者の生きがいを支える
会社がめざしていること～

11月4日（日）
12：00～13：30

経済学部
経済学科

バイヤー　アヒム  准教授

歴史から今日の
環境問題を考える

着地型観光と地域づくり

オリンピック同様に
おもしろいパラリンピック！

11月17日（土）
10：30～12：00

経済学部
経営学科 川澄　厚志  准教授

張　　淼  講師

12月15日（土）
10：30～12：00

人間科学部
スポーツ学科 井上　明浩  教授

山本　航  准教授

1月26日（土）
10：30～12：00

人間科学部　
こども学科 丸井　一誠  講師 こどもと運動

回 開催日時 所　属 氏　名 テーマ 会場：金沢星稜大学

終 了

終 了

終 了

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館１階C11教室

廣誓寺（金沢市昌永町13-25）

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

本館５階 A51教室

本館５階 A51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館４階C44教室

金
沢
信
用
金
庫
の
職
員
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、互
い
に

思
い
や
り
、助
け
合
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、高
い
目
標
に

向
か
っ
て
全
力
を
尽
く
す
」と
い
う
金
庫
の
2
つ
の
行

動
指
針
を
意
識
し
て
日
々
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
達
の
仕
事
は
、お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
、よ
く
理
解
し
、そ
し
て
お
客
さ
ま
が

抱
え
て
い
る
お
悩
み（
ニ
ー
ズ
）の
解
決
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、職
員
一

人
ひ
と
り
が
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

環
境
作
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
一
人
の
百
歩
よ
り
、

百
人
の
一
歩
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。組
織
で
高

い
目
標
を
達
成
す
る
為
に
は
、一
人
で
行
動
す
る
よ
り

も
、組
織
で
一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。そ
の
為
に
は
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
稲
置
学
園
の「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人

間
の
育
成
」と
い
う
建
学
の
精
神
を
胸
に
、星
稜
高
等

学
校
で
の
3
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、多

く
の
仲
間
と
出
会
い
、共
に
学
び
、様
々
な
こ
と
を
経

験
で
き
た
こ
と
で
、仲
間
と
の
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
学
生
の
皆
様
へ
、多
く
の
仲
間
と
出
会
え
る

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、楽
し
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
ら

の
経
験
は
皆
様
が
社
会
人
と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
く

た
め
の
支
え
と
な
る
は
ず
で
す
。

平
成
15
年
に
星
稜
高
等
学
校
を
卒
業
。平
成
19
年

に
立
教
大
学
を
卒
業
後
、金
沢
信
用
金
庫
に
入
庫
し
、

今
年
で
11
年
を
迎
え
ま
し
た
。入
庫
後
、営
業
店
3
店

舗
、本
部
1
部
署
を
経
験
し
、現
在
は
再
び
営
業
店（
小

立
野
支
店
）に
て
、渉
外
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

金
沢
信
用
金
庫
は
今
年
9
月
に
創
立
1
1
0
周
年

を
迎
え
ま
す
。本
年
度
は
特
に
、「
私
た
ち
は
、お
客
さ

ま
本
位
の
行
動
に
徹
し
、お
客
さ
ま
と
共
に
汗
を
か

き
、利
益
を
共
有
す
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず
、相
互
の

発
展
に
つ
な
が
る
活
動
を
実
践
す
る
」「
私
た
ち
は
、

星
稜
高
等
学
校
で
仲
間
と
の
協
調
性
や

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

金沢信用金庫　小立野支店
主任
山崎 陽一

（星稜高等学校　第39期卒）

本ページは、金沢信用金庫様と本学園との包括的連携協力に係る協定書に基づき、作成しております。
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キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館１階C11教室

廣誓寺（金沢市昌永町13-25）

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

本館５階 A51教室

本館５階 A51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館５階C51教室

キャリアデザイン館４階C44教室

金
沢
信
用
金
庫
の
職
員
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、互
い
に

思
い
や
り
、助
け
合
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、高
い
目
標
に

向
か
っ
て
全
力
を
尽
く
す
」と
い
う
金
庫
の
2
つ
の
行

動
指
針
を
意
識
し
て
日
々
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
達
の
仕
事
は
、お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
、よ
く
理
解
し
、そ
し
て
お
客
さ
ま
が

抱
え
て
い
る
お
悩
み（
ニ
ー
ズ
）の
解
決
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、職
員
一

人
ひ
と
り
が
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

環
境
作
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
一
人
の
百
歩
よ
り
、

百
人
の
一
歩
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。組
織
で
高

い
目
標
を
達
成
す
る
為
に
は
、一
人
で
行
動
す
る
よ
り

も
、組
織
で
一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。そ
の
為
に
は
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
稲
置
学
園
の「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人

間
の
育
成
」と
い
う
建
学
の
精
神
を
胸
に
、星
稜
高
等

学
校
で
の
3
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、多

く
の
仲
間
と
出
会
い
、共
に
学
び
、様
々
な
こ
と
を
経

験
で
き
た
こ
と
で
、仲
間
と
の
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
学
生
の
皆
様
へ
、多
く
の
仲
間
と
出
会
え
る

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、楽
し
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
ら

の
経
験
は
皆
様
が
社
会
人
と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
く

た
め
の
支
え
と
な
る
は
ず
で
す
。

平
成
15
年
に
星
稜
高
等
学
校
を
卒
業
。平
成
19
年

に
立
教
大
学
を
卒
業
後
、金
沢
信
用
金
庫
に
入
庫
し
、

今
年
で
11
年
を
迎
え
ま
し
た
。入
庫
後
、営
業
店
3
店

舗
、本
部
1
部
署
を
経
験
し
、現
在
は
再
び
営
業
店（
小

立
野
支
店
）に
て
、渉
外
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

金
沢
信
用
金
庫
は
今
年
9
月
に
創
立
1
1
0
周
年

を
迎
え
ま
す
。本
年
度
は
特
に
、「
私
た
ち
は
、お
客
さ

ま
本
位
の
行
動
に
徹
し
、お
客
さ
ま
と
共
に
汗
を
か

き
、利
益
を
共
有
す
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず
、相
互
の

発
展
に
つ
な
が
る
活
動
を
実
践
す
る
」「
私
た
ち
は
、

星
稜
高
等
学
校
で
仲
間
と
の
協
調
性
や

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

金沢信用金庫　小立野支店
主任
山崎 陽一

（星稜高等学校　第39期卒）

本ページは、金沢信用金庫様と本学園との包括的連携協力に係る協定書に基づき、作成しております。
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いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読いただき、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「Webアンケートフォーム」を
通じて頂戴し、本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた
方の中から、抽選で 20 名様にQUOカード（500円分）をプレゼント。右記
QRコードから、アンケートへの回答をお願いいたします。

抽選で20名様に

QUOカードをプレゼント!

　金沢星稜大学、金沢星稜大学女子短期大学部のオープンキャンパスを以下の日程で開催いたします。オー

プンキャンパスは、元気な学生スタッフ（オープンキャンパス活性化プロジェクト）が中心となって企画、運
営しており、今年度も様々な企画が盛り沢山となっております。参加を希望される方は、本学 Web のお申し
込みフォームより事前お申し込みが必要となります。皆様の参加をお待ちしております。

（事前お申し込みは各日 7 日前まで）

【開催日程】7/14（土）・15（日）、8/11（土）・25（土）・26（日）、9/8（土）〈13:00 ～ 17:00〉
【内　　容】大学・短期大学部概要説明／キャンパスツアー（学内・学外）／ CDP 説明

　　　　　保護者相談コーナー／学生スタッフお楽しみ企画／その他
オープンキャンパスは大学、短期大学部同日開催です。イベントは大学、短期大学部に分かれております。

OPEN CAMPUS 開催のお知らせ！

金沢星稜大学

金沢星稜大学女子短期大学部

平成 29 年度　財務の概要

　学校法人会計では「学校法人会計基準」という法令に基づいて会計処理を行っています。これは、学校法人が教育活動を永続的に行う
ことを目的としているため、利益の獲得を目的としている一般企業の商業簿記による会計処理とは表記方法が異なるためです。

　当年度の事業活動収入は、5,557 百万円となり前年度に比べ 258 百万円の増加となりました。
その主な内容は、学生生徒等納付金や施設型給付費補助金の増加によるものです。            
　当年度の事業活動支出は、4,888 百万円となり、前年度に比べ 56 百万円の減少となりました。
その主な内容は、教育研究経費、資産処分差額の減少によるものです。                
　当年度収支差額は、136 百万円の収入超過となり、基本金組入前当年度収支差額においては、669 百万円の収入超過となりました。

＊1 「会社にどのくらいの現金があるか」ということが分かる書類で、日常生活に置き換えると「家計簿」と同じようなものになります。

　資産の部合計は、23,388 百万円で前年度に比べて625 百万円の増加 ( 土地購入、特定資産等の増、現金預金の増による)となりました。
負債の部合計は、1,860 百万円で前年度に比べて44 百万円の減少 ( 借入金の返済による)となりました。                           
　なお、負債額の総資産に占める割合は、8.0%となり、前年度に比べ 0.4% 減少しました。　※詳細は稲置学園webより「財務の概要」をご覧ください。

【学校法人会計とは】

【資金収支】　★企業会計の「キャッシュ・フロー計算書＊1」に相当 

収益で費用を賄えているか、収支の均衡が保てているかを示します。

【事業活動収支】 　★企業会計の「損益計算書」に相当 

収入と支出の内容及び基本金組入後の均衡の状態を明らかにします。

科　目
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金収入
前受金収入
その他の収入
資金収入の部合計

決　算
3,931,597

87,689
37,878

1,199,990
10,000

118,717
39,137

137,944
0

266,292
3,446,416
9,275,660

3,931,597,356
87,689,030
37,095,496

1,190,319,815
118,717,474
137,884,528

5,503,303,699
2,826,875,912
1,599,323,470

435,096,487
2,398,500

4,863,694,369
639,609,330

38,040,383
0

38,040,383
568,704
520,419

1,089,123
36,951,260

676,560,590

収入の部
科　目
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

資金支出の部合計

決　算
2,825,276
1,146,285

406,323
569

50,000
313,374
176,558

3,562,142
275,496

8,756,023

支出の部

科　目
   

29年度決算
 

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：円）

※表示単位未満、四捨五入

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入

計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等

計

受 取 利 息･配 当 金
その他の教育活動外収入

計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出

計

収
入
の
部

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

支
出
の
部

収
入
の
部
支
出
の
部

0
15,510,584
15,510,584
21,556,723

1,342,802 
22,899,525

△7,388,941
 

669,171,649
△533,401,773

135,769,876
△1,966,084,774

4,378,858 
△1,825,936,040

 
5,556,854,666
4,887,683,017

科　目
   

29年度決算
資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入

計
資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出

計

特
別
収
支

収
入
の
部
支
出
の
部

【貸借対照表】 　★企業会計の「貸借対照表」に相当

財政状態 (どのような方法で資金を調達し、どのように運用しているか ) が適切に保てているかを示します。

♦教育活動収支における収支グラフ　
事業活動収支のうち、学校法人の本業である教育活動収支の概要を紹介いたします。

平成28年度末科目
固定資産
流動資産

資産の部合計

平成29年度末
19,403,043

3,359,859
22,762,902

19,713,426
3,674,525

23,387,951

平成28年度末科目
固定負債
流動負債

負債の部合計
基本金

繰越収支差額
負債及び純資産の部合計

平成29年度末
1,285,500

619,605
1,905,105

22,823,881
△ 1,966,085

22,762,902

1,237,100
623,883

1,860,983
23,352,904

△ 1,825,936
23,387,951

学生生徒等納付金
入学金や授業料等に

あたります。

71.44%

人件費
学園の教員・職員の

給与、退職金等にあたります。

58.12%

教育研究経費
授業や研究活動等、

直接学生生徒に関する
経費にあたります。

32.88%

管理経費
教育活動以外の

学生生徒に直接関係しない経費
（法人等維持運営にかかる経費）

にあたります。

8.95%

その他
借入金返済や

利息等にあたります。

0.05%

経常費等補助金
国や地方公共団体から

受けている補助金です。

21.63%

雑収入
施設設備利用料等です。

2.51%

付随事業収入
補助活動収入

（学生生徒寮等）
教育活動に付随する授業収入、

受託事業収入
（外部からの委託事業）等です。

2.16%

手数料
証明書発行手数料や
検定料にあたります。

1.59%

寄付金
個人、企業等からの

金銭、資産の贈与です。

0.67%

収入の部 支出の部

教 育 活 動 収 支 差 額

教 育 活 動 外 収 支 差 額
経  常  収  支  差  額

特 別 収 支 差 額
予 備 費
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額
基 本 金 組 入 額
当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計
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OPEN CAMPUS 開催のお知らせ！

金沢星稜大学

金沢星稜大学女子短期大学部

平成 29 年度　財務の概要

　学校法人会計では「学校法人会計基準」という法令に基づいて会計処理を行っています。これは、学校法人が教育活動を永続的に行う
ことを目的としているため、利益の獲得を目的としている一般企業の商業簿記による会計処理とは表記方法が異なるためです。

　当年度の事業活動収入は、5,557 百万円となり前年度に比べ 258 百万円の増加となりました。
その主な内容は、学生生徒等納付金や施設型給付費補助金の増加によるものです。            
　当年度の事業活動支出は、4,888 百万円となり、前年度に比べ 56 百万円の減少となりました。
その主な内容は、教育研究経費、資産処分差額の減少によるものです。                
　当年度収支差額は、136 百万円の収入超過となり、基本金組入前当年度収支差額においては、669 百万円の収入超過となりました。

＊1 「会社にどのくらいの現金があるか」ということが分かる書類で、日常生活に置き換えると「家計簿」と同じようなものになります。

　資産の部合計は、23,388 百万円で前年度に比べて625 百万円の増加 ( 土地購入、特定資産等の増、現金預金の増による)となりました。
負債の部合計は、1,860 百万円で前年度に比べて44 百万円の減少 ( 借入金の返済による)となりました。                           
　なお、負債額の総資産に占める割合は、8.0%となり、前年度に比べ 0.4% 減少しました。　※詳細は稲置学園webより「財務の概要」をご覧ください。

【学校法人会計とは】

【資金収支】　★企業会計の「キャッシュ・フロー計算書＊1」に相当 

収益で費用を賄えているか、収支の均衡が保てているかを示します。

【事業活動収支】 　★企業会計の「損益計算書」に相当 

収入と支出の内容及び基本金組入後の均衡の状態を明らかにします。

科　目
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金収入
前受金収入
その他の収入
資金収入の部合計

決　算
3,931,597

87,689
37,878

1,199,990
10,000

118,717
39,137

137,944
0

266,292
3,446,416
9,275,660

3,931,597,356
87,689,030
37,095,496

1,190,319,815
118,717,474
137,884,528

5,503,303,699
2,826,875,912
1,599,323,470

435,096,487
2,398,500

4,863,694,369
639,609,330

38,040,383
0

38,040,383
568,704
520,419

1,089,123
36,951,260

676,560,590

収入の部
科　目
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

資金支出の部合計

決　算
2,825,276
1,146,285

406,323
569

50,000
313,374
176,558

3,562,142
275,496

8,756,023

支出の部

科　目
   

29年度決算
 

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：円）

※表示単位未満、四捨五入

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入

計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等

計

受 取 利 息･配 当 金
その他の教育活動外収入

計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出

計

収
入
の
部

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

支
出
の
部

収
入
の
部
支
出
の
部

0
15,510,584
15,510,584
21,556,723

1,342,802 
22,899,525

△7,388,941
 

669,171,649
△533,401,773

135,769,876
△1,966,084,774

4,378,858 
△1,825,936,040

 
5,556,854,666
4,887,683,017

科　目
   

29年度決算
資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入

計
資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出

計

特
別
収
支

収
入
の
部
支
出
の
部

【貸借対照表】 　★企業会計の「貸借対照表」に相当

財政状態 (どのような方法で資金を調達し、どのように運用しているか ) が適切に保てているかを示します。

♦教育活動収支における収支グラフ　
事業活動収支のうち、学校法人の本業である教育活動収支の概要を紹介いたします。

平成28年度末科目
固定資産
流動資産

資産の部合計

平成29年度末
19,403,043

3,359,859
22,762,902

19,713,426
3,674,525

23,387,951

平成28年度末科目
固定負債
流動負債

負債の部合計
基本金

繰越収支差額
負債及び純資産の部合計

平成29年度末
1,285,500

619,605
1,905,105

22,823,881
△ 1,966,085

22,762,902

1,237,100
623,883

1,860,983
23,352,904

△ 1,825,936
23,387,951

学生生徒等納付金
入学金や授業料等に

あたります。

71.44%

人件費
学園の教員・職員の

給与、退職金等にあたります。

58.12%

教育研究経費
授業や研究活動等、

直接学生生徒に関する
経費にあたります。

32.88%

管理経費
教育活動以外の

学生生徒に直接関係しない経費
（法人等維持運営にかかる経費）

にあたります。

8.95%

その他
借入金返済や

利息等にあたります。

0.05%

経常費等補助金
国や地方公共団体から
受けている補助金です。

21.63%

雑収入
施設設備利用料等です。

2.51%

付随事業収入
補助活動収入

（学生生徒寮等）
教育活動に付随する授業収入、

受託事業収入
（外部からの委託事業）等です。

2.16%

手数料
証明書発行手数料や
検定料にあたります。

1.59%

寄付金
個人、企業等からの

金銭、資産の贈与です。

0.67%

収入の部 支出の部

教 育 活 動 収 支 差 額

教 育 活 動 外 収 支 差 額
経  常  収  支  差  額

特 別 収 支 差 額
予 備 費
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額
基 本 金 組 入 額
当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計
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星稜サ・エ・ラに関する
アンケート実施中 !

詳しくは P14 をご覧下さい

金沢星稜大学
7

8

9

補講日
オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期末試験期間
補講日
オープンキャンパス
全館休館
前期追試験
前期再試験
オープンキャンパス
休業日（10/5授業分）
後期授業開始日
推薦入試対策講座
通常講義日（秋分の日）

・21日（土）
・15日（日）

～10日（金）

～16日（木）
・22日（水）
・30日（木）

7日（土）
14日（土）
16日（月・祝）

2日（木）
4日（土）

13日（月）
21日（火）
29日（水）

8日（土）
10日（月）
21日（金）
22日（土）
24日（月・祝）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

8

9

玉川こども図書館出張保育
年長お泊り保育（キゴ山）
七夕の集い
年長ABCランド
星稜子育てステーション（０歳）、県民一斉防災訓練
星稜子育てステーション（1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
夏祭り
年長茶道体験
誕生会参観
終業式
避難訓練（台風）
幼稚園ってどんなとこ
星稜子育てステーション（２歳）
星稜子育てステーション（０歳）
星稜子育てステーション（１歳）
誕生会参観
始業式
SEIRYO教育・保育2018
避難訓練（火災）
年長ABCランド
星稜子育てステーション（０歳）
星稜子育てステーション（１歳）
星稜子育てステーション（２歳）
運動会
年長茶道体験
誕生会参観
オープンハウス

・5日（木）

・10日（金）

・8日（土）

4日（水）
4日（水）
6日（金）

10日（火）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
21日（土）
26日（木）
27日（金）
31日（火）

1日（水）
9日（木）

28日（火）
29日（水）
30日（木）
31日（金）

3日（月）
7日（金）

10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
22日（土）
27日（木）
28日（金）
29日（土）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

8

9

茶道（年長）
レッツスポーツ（年長・中）、子育て広場0歳（10、17、24日）
子育て広場1歳（11、25日）
プラネタリウム鑑賞（年長）、子育て広場2歳（13、20日）
保護者会講演会
県民一斉防災訓練
太鼓（年長）
レッツスポーツ（年長・中）
学年懇談（年少）
茶道（年長）
夏まつり
リトミック（年少）
ABCランド（年長・中）
誕生会参観・保育参加
お泊り保育
終業式
同窓会（小学1 ～ 6年）
子育て広場1歳
子育て広場2歳（24日）
園見学会
誕生会参観・保育参加
始業式
子育て広場０歳（11、18、25日）
子育て広場1歳（12、19日）
避難訓練
子育て広場2歳（14、21、28日）
園見学会
茶道（年長）、リトミック（年少）
レッツスポーツ（年長・中）
弥生地区敬老会参加（年長）
ふれあいの日（祖父母参加）
茶道（年長）
誕生会参観・保育参加
太鼓（年長）

・28日（土）

2日（月）
3日（火）
4日（水）
6日（金）
9日（月）

11日（水）
12日（木）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
21日（土）
23日（月）
24日（火）
26日（木）
27日（金）
31日（火）

4日（土）
8日（水）

10日（金）
25日（土）
30日（木）

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
8日（土）

10日（月）
11日（火）
14日（金）
15日（土）
20日（木）
26日（水）
27日（木）

金沢星稜大学女子短期大学部

星稜中学校
7

8
9

期末試験
3年観能教室
校外研修
保護者懇談会
体育大会
終業式・北信越激励会
始業式
学校説明会②
ナイト学校説明会②
運動会
運動会予備日

～4日（水）

～19日（木）
～20日（金）

2日（月）
5日（木）

17日（火）
17日（火）
20日（金）
23日（月）
21日（火）

1日（土）
21日（金）
26日（水）
27日（木）

星稜高等学校
7

8

9

期末試験
全国大会出場激励会
1～3年体育大会、1年,3年講演会、2年文化教室
保護者懇談会
終業式
海外語学研修
高1エンパワーメントプログラム、学校見学会
始業式
部活動体験・見学会
1,2年Pコース課外実習
星稜祭
運動会
運動会予備日
学校説明会

～4日（水）

～19日（木）
～20日（金）

～8月6日（月）
～8月3日（金）

・28日（火）
・7日（金）

2日（月）
12日（木）
17日（火）
17日（火）
23日（月）
25日（水）
30日（月）
21日（火）
25日（土）
27日（月）

6日（木）
26日（水）
27日（木）
29日（土）

行事スケジュール  （7 月～9 月）

特集

あとがき
ここ最近はロシア・ワールドカップでの星稜高校出身の本田圭佑選手の活躍もあり、睡

眠不足になりがちな方も多かったのではないでしょうか。
今年もいよいよ真夏を感じる暑い日が多くなり、熱中症の注意喚起がされていますが、

睡眠不足など体調不良の際は普段より熱中症になりやすくなります。外での作業やスポー
ツ時に限らず室内でも、喉の渇きを感じる前に水分や塩分などを適切にとり、熱中症にな
らないようご注意ください。

　 金沢星稜大学 金沢星稜大学女子短期大学部　エクステンション課　伊藤 暢洋
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金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑 10 番地 1
℡076-253-3924（代表）

（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校・星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

学校法人 稲置学園
誠実にして社会に役立つ人間の育成

11日（ 土・祝）・25日（土）・26日（日）

7

8

9

補講日
オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期末試験期間
補講日
オープンキャンパス
全館休館
前期追試験
前期再試験
オープンキャンパス
休業日（10/5授業分）
後期授業開始日
推薦入試対策講座
通常講義日（秋分の日）

・21日（土）
・15日（日）

～10日（金）

～16日（木）
・22日（水）
・30日（木）

7日（土）
14日（土）
16日（月・祝）

2日（木）
4日（土）

13日（月）
21日（火）
29日（水）

8日（土）
10日（月）
21日（金）
22日（土）
24日（月・祝）

11日（ 土・祝）・25日（土）・26日（日）

毎年恒例！

チーム星稜

百万石踊り流し


